
愛　知　県

地域密着型サービス自己評価票 
 

・ 指定小規模多機能型居宅介護 
（指定介護予防小規模多機能型居宅介護） 
・ 指定認知症対応型共同生活介護 
（指定介護予防認知症対応型共同生活介護） 

 
（よりよい事業所を目指して・・・） 

  
記 入 年 月 日   平成 ２１ 年 ３ 月 ６ 日  
事 業 所 名   グループホームゆたか 
事 業 所 番 号   ２３７２６００７３０ 
記 入 者 名   職名 管理者   氏名 田中 享子       
連絡先電話番号    ０５３３－８３－６０７６ 



　（様式１）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けること
を支えていくサービスとして、事業所独自の
理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の実
践に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続け
ることを大切にした理念を、家族や地域の
人々に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声を
かけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえるよ
うな日常的なつきあいができるように努めて
いる

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員とし
て、自治会、老人会、行事等、地域活動に参
加し、地元の人々と交流することに努めてい
る

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

毎月開かれる会議、ミーティングを通して、管理
者はその人の思いを念頭に置きながら接して欲し
いと職員に伝え、職員も周辺症状に対応するだけ
でなく、入居者一人ひとり楽しいことや、興味を
引き出すよう心がけています。

3

居間の入り口引き戸の上に「笑顔で暮らすみんな
の家」と書いた木製の板を掲げ、居間にも「笑顔
で暮らすみんなの家」と書いた家を模った板を掲
げて常に確認でき、ホームの思いを伝えるように
している。

4

近くに散歩に出かけると声をかけてくださった
り，洗濯物を干している時に散歩してきた人と顔
見知りの入居者の方とフェンス越しにしばらく立
ち話などしている光景が見られます。

5

町内会に入っていまして、回覧板をお隣に職員と
届けたり、町内の草取りに参加したり、地域の防
災訓練に職員と入居者と参加したり、お祭りには
子供みこしがホームの庭まで来てくれ交流してい
る。

○
出勤、退社時や外であった挨拶をしたり、立ち話
をしたり、一般家庭と変わらない生活をしてい
る。

２．地域との支えあい

もっと多くの地域の人たちにホームの思いを伝え
る努力をして行きたい。

○

管理者自身がこの地域で長年住んでいて、其の思
いの中で立ち上げたホームであり運営理念として
「地域に開かれた、地域に愛される、地域に信頼
される、安全で明るくゆたかな家づくりを目指し
ます。」と掲げて＜笑顔で暮らすみんなの家＞を
大切に取り組んでいます。

自己評価票
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んで
いる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村とと
もにサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、必要な人にはそれ
らを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内で虐待が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

評価に目を通すだけでなく、会議等で話し合い、
改善に取り組んで生きたい。

現状虐待は行われていないが、今一度、見直し、
会議等で話し合い徹底していく必要があると思い
ます。

事業所の取り組みとして学習会や、そのような研
修があれば参加していきたい

○
偶数月の最終の土曜日に開催することを決めてあ
り実施している。

○

6
小規模デイを併設していることにより、利用者が
地域の人で8割が認知症であるため家族からの相談
を受けることもあり、対応はできている。

7
自己評価をする意義については職員全員に伝え実
施しているが、評価を活かした具体的な改善に取
り組めていない。

○

11

高齢者虐待防止法が施行された時に研修にいって
いるだけである。現状としては虐待が行われてい
ないか、見過ごされていないか注意を払っていま
す。

○

8

運営推進委員会には家族の方の参加を求め、意見
を聞いている。改善点等意見があれば積極的に反
映させていきたい。包括センターの方からは認知
症の地域の現状を伝えて頂くこともある。委員会
後は職員が広い視野で仕事に取り組める様、意
見、情報を伝達している。

9
認知症キャラバンメイトに登録し、今後市町村担
当者との行き来する機会が増える予定です。

10
管理者はすでに権利擁護を使っている利用者とか
かわりをもっているため月一回対応している
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者や
家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家族
等に定期的及び個々にあわせた報告をしてい
る

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

４．理念を実践するための体制

13

家族の訪問時には職員が聞き取るか、毎月の家族
宛の手紙の中に意見等ないか尋ねる事もあり、入
居者の方の意見は職員がら聞き取るよう取り組ん
でいる。

○
なかなか意見等は尋ねてみるも出てこないため、
意見が出やすいように工夫することが今後の課題
です。

12
契約時には、入居者・利用者その家族に対して
は、契約書及び重要事項説明書を充分説明し同意
を得ている。

15
意見があれば必ず職員間で、周知徹底をして解決
するよう取り組んでいる。

14
毎月請求書の送付時に、健康状態、一ヶ月づつの
金銭出納書、暮らしの様子が分かる文書に写真等
添え印刷して送っている。

17

管理者含め常勤4名夜勤専属パート含め７名合計1
１名の職員でシフトを組んでいますが昼中は4名い
ることも多く、入居者の状態や生活の流れを支援
することはできている。

16
朝のミーティング、会議で職員の意見を聞きなが
ら運営している。入居者の受け入れや、病院から
の退院時期も相談しながら決めている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

18 ○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職
を必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしてい
る

入居者を受け持ち制にしていますが、新任職員が
入ってきても直ぐには代わる事はしないで、馴染
みの関係ができた時点で変わる配慮はしている

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや
勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減
するための工夫や環境づくりに取り組んでい
る

○向上心を持って働き続けるための取り組み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

19

行政で行われる研修や、その他の研修等の機会が
あれば積極的に参加するよう様働きかけている。
又研修参加後は伝達講習の機会を設け知識や技術
を職員が共有できるよう取り組んでいる。

○
新任職員には入居者の全般的な心理状態・身体状
態を介護現場に入る前は看護師，介護士から伝え
ていきたい。

他の事業所間の現場研修ができたら取り組みたい

21
不定期的には職員の面接をして現状の把握をして
いる。

○
定期的に全員の個人面接をして職員のストレス、
不満等把握して行きたい。

20
愛知県のグループホーム連絡協議会に加盟し、連
絡協議会が開催する研修会に職員を出席させ、他
の事業者との連携体制をつくっている。

○

結果に対応しているだけでなく、もっと向上心が
もてるように取り組みを工夫していきたい。

22 能力、実績に応じ評価している。 ○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等を本
人自身からよく聴く機会をつくり、受けとめ
る努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困って
いること、不安なこと、求めていること等を
よく聴く機会をつくり、受けとめる努力をし
ている

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利
用するために、サービスをいきなり開始する
のではなく、職員や他の利用者、場の雰囲気
に徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら
工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共に
し、本人から学んだり、支えあう関係を築い
ている

25

家族の不安や、希望を良く聞き、認知症の家族
会・地域包括支援センター・医療機関など紹介し
ている。又介護支援を初めて受ける方にはデイ
サービスを併設している為、状況や必要に応じて
利用を進めています

26

小規模デイをホームの隣で併設しているため、い
きなり入居するのでなく、そこで馴染みの関係を
つくり入居に至ることもあります。その為デイと
ホームの居間の造りを同じように工夫している。

27
介護ではなく、仲間という気持ちでホーム生活を
送っています。利用者のできる能力は発揮して頂
き、できない部分を支えあっています。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

24

居宅支援事業者のケアマネージャーからの紹介の
ときはケアマネからの情報をいただいたり、家庭
訪問をして入居までには家族・本人の思いをよく
聴き取る事に努めています。

23

初期には職員ができる限り交代でそばにつき、事
前にいただいたバックグランドアセスメントシー
トをよく把握して不安の解消にあたり、安心して
頂けるように努めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援
している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に努
めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え合
えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継続
的な関わりを必要とする利用者や家族には、
関係を断ち切らないつきあいを大切にしてい
る

29

何でも事業所でやってしまうのでなく、家族での
かかわりが必要なときは連絡を取り、訪問できる
機会をつくり疎遠にならないように取り組んでい
る。

○
家族とのかかわりを大切にするため、お一人は昔
からの行きつけの美容院まで家族とともに出かけ
ている。

28
面会時には利用者と共に世間話をしたり、利用者
の状況を家族と話し合い，どの様に支援していっ
たらよいかを共に考えている。

31

日中はできるだけリビングで過ごして頂ける様
誘っている。利用者同士会話されたり、何かでき
ない利用者に他の利用者が声を掛けたり、衣類を
整えてあげたりと交流ができている。トラブルに
なりそうな時は、スタッフが仲介役となれる様見
守っている。又、一人利用者に他の利用者を呼ん
で貰う等、接点をを作る様心がけてる。

30
面会時間の制限を設けない、家族との外出や帰宅
の制限をもうけない、私物を自室に持ち込み家族
等の写真等も飾ってある。

医療機関に入院しても様子を気軽に聞いたり、面
会に時々行ったりもしている。

32

退去しても家族の方が今でも季節ごとに庭にお花
を植えに来てくださり、果物、野菜等届けてくだ
さる方もあり、ホームではゆたか祭りにはご招待
して交流をを持っています。、

○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人本
位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過等
の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状を総合的に把握するように
努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、それぞれの意見やアイディアを
反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うとと
もに、見直し以前に対応できない変化が生じ
た場合は、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、現状に即した新たな計画を作成してい
る

37

日々の暮らしの中で各人の生活の様子を注意深く
観察して、気づいたことは必ず申し送りノートに
書き、確認のサインをして直ちに計画を見直すべ
きか、担当職員、計画作成担当者、看護師、管理
者と交えての話し合いをし家族にも報告してい
る。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35

各勤務帯で個別記録へその日どの様に過ごした
か、健康状態はどうであったか、援助時の様子等
記録し、勤務交代時に申し送り把握に努めてい
る。日々の援助の中で気がついたことは、その時
他のスタッフへ伝える様にしている。

関わりの中で気になったことは、その都度申し送
り等で話し合い、より良いケアができる様にして
いるが、月１回開催するミーティングで利用者全
員の現状と気になる事を話し合い情報を確認し共
有している。その情報をケア計画会議で今後のケ
アに活かしている。家族の希望などもその都度計
画に盛り込んでいる。

一人ひとりの思いは日々のかかわりの中から担当
職員が細かく情報を得て、毎日行うミーティング
の席で報告したり、申し送りノートに記録を残す
事により情報を共有している。

34

入居時には事業所独自のアセスメントシートによ
り細部に聞き取り調査をし把握することに努めて
いる。又、日々の関わりの中から細かいことを把
握することも多い。得た情報は記録として残し、
ケース会議で情報を共有する。

33

8



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支援
をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関
等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合
い、他のサービスを利用するための支援をし
ている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

38
一人ひとりにファイルを作成し記録している。申
し送り盤で現在の状態や検討することを話し合い
介護計画の実践と見直しに活かしている。

39
併設のデイサービス利用の方に馴染みの方が居る
場合は、ホームへ顔を出して頂いて双方の交流を
図っている。

41

現在外部のサービスを利用している方はいない。
施設見学にケアマネージャが訪れて施設の様子を
見ていくことがある。入所希望や施設見学に訪れ
た利用希望の家族の方へ他のグループホームの情
報を提供することがある。

40

運営推進委員会では、民生委員・包括支援セン
ターの方との交流が持てている。ゆたか祭りに
は、地域の高校生のチアリーダー、昨年はよさこ
い踊りのメンバーを招待し参加して頂いている。
又、高校生のボランティアをお願いし利用者との
交流の場を持って頂いた。

42

運営推進委員会には地域包括支援センターの方に
も出席して頂き、地域の情報等話して頂き、交流
を図っている。現在協働してケアマネジメントに
活かしている事例はない

9



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援
している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域の
看護職と気軽に相談しながら、日常の健康管
理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めて
いる。あるいは、そうした場合に備えて連携
している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等な
らびにかかりつけ医等と繰り返し話し合い、
全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く暮
らせるために、事業所の「できること・でき
ないこと」を見極め、かかりつけ医とともに
チームとしての支援に取り組んでいる。ある
いは、今後の変化に備えて検討や準備を行っ
ている

43

入居時にかかりつけ医を聞き、希望する医療機関
を受診できるようにしている。受診後は家族に報
告している。ホームでは連携医療機関を決め、月
１往診依頼しているが、一度につき入居者半数の
往診となるので実質２回の往診であ理、健康状態
により診察を受けることができている、家族も入
居時に説明を受けており納得して頂いている。

45
ホームに看護師を配置している。日頃の健康状態
や、異常の早期発見、処置等主治医と連携を取り
ながら支援している。

44
ホーム主治医との連携が図れており、必要時は専
門医受診の判断をお願いしている。

47

事業所の方針としては現在終末期ケアは行ってい
ない。入居時又は、その都度家族の方へ説明して
いる。必要時他施設と連絡を取り家族の方の状況
に見合った社会資源を紹介させて頂いている。

46

入院した場合は医療機関へ面会に出向き、家族、
主治医から状況を伝えてもらう、本人に会い状況
を知る。利用者の状況をスタッフに共有できる
様、申し送り時に伝え、ケア計画会議で伝える。
申し送りノートに記載する

48

管理者、スタッフ間でホームでできること、でき
ないことを話し合っている。家族とも必要に応じ
話し合いの場を設けている。重度化した場合は報
告、指示を受け、定期往診以外の往診もして頂く
等連携を取り支援している。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行い、
住み替えによるダメージを防ぐことに努めて
いる

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねる
ような言葉かけや対応、記録等の個人情報の
取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きかけ
たり、わかる力に合わせた説明を行い、自分
で決めたり納得しながら暮らせるように支援
をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援し、理容･美容は本人の望む店
に行けるように努めている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

馴染みの理髪店へ家族と出かける利用者もいる
が、必要時には地域の美容院へ出張をお願いして
いる。丁寧に綺麗にしてくださり利用者にも喜ん
で頂いている。日常着る衣類は自分で選べる方は
選んで頂いている。ヘアアクセサリーを用意し、
付けて頂いている。

53

50

51

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

夜間の状態や体調により起床が遅い利用者は皆と
は別の時間に朝食を食べて頂けるようにしてい
る。介助なく歩行できる利用者へは、買い物へス
タッフと一緒に行って貰い気分転換を図って頂く
声にならない希望を汲み取り添える様にと思って
はいるが、十分には実践できていない。

記録等の個人情報の取り扱いに注意を払ってい
る。言葉がけについてはプライバシーと、自尊心
を守ることに心がけている。

場面に応じて利用者の思いや希望を聞くように心
がけている。本人の能力に合わせながら説明を行
い、選択肢を提示する等支援している。

49

権利擁護事業にお世話になっていた入居者が退去
する時にはそれぞれに関わる関係者により、充分
な検討会をして別の居場所に問題なく移り住み事
が出来ている事例もあり、現在もその方との関わ
りは、継続しています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ
等、好みのものを一人ひとりの状況に合わせ
て日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、安心して気持ちよく休息したり眠れ
るよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、楽しみごと、気晴らしの支援をしている

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

54

テーブル拭き、盛り付け、配膳，下膳、食器拭き
等職員と一緒に行っている。不十分なところは声
をかけ気分を害さないよう補う配慮をし、力を生
かせる取り組みをしている

55

現在、お酒、タバコを好む方はいない、おやつは
家族が本人の好みの物を差し入れたり、スタッフ
と一緒に地域の行事に出かけた場合に選んで買っ
て頂いたりしている。市販品のおやつの他にもス
タッフ手作りの家庭的なおやつも好評である。

57

二日に一回のペースで入浴できる様誘っている。
併設デイサービスと共同で浴室を使うため利用で
きる時間帯は午後からである。入浴を嫌がる方へ
は何とか入って頂ける様に誘い方を工夫している
が、難しい場面が多い、時には入浴剤を入れた
り、紅葉の季節には紅葉を浮かべたり、菖蒲湯、
ゆず風呂など行事と雰囲気づくりを心がけてい

56

個々の排泄パターンを把握し、トイレ誘導を行う
ことで日中は出来るだけリハビリパンツの使用は
しない支援をし、夜間は睡眠のパターンに合わせ
リハビリパンツ利用と、トイレ誘導を行っている

日中は活動的な生活を送って頂く様に、できるだけリビ
ングに誘い利用者同士交流を持って頂いたり、歌を唄
う、日々の暮しの家事をスタッフと一緒に行う等してい
る。外出もスタッフと一緒に買い物に出かけたり、外食
や行楽と気分転換を図る。なかなか寝付けない利用者に
はじっくり話を聞いたり、アロマオイルの加湿を行う、
しばらく一緒に過ごす等している。

59

58

一人ひとりのペースに合わせ居室で休息したり眠
れるよう支援している。ベット、床にも使い慣れ
た寝具等使用し生活様式に合わせて選んで頂く、
又ハウスダストで咳きの出やすい方のお部屋には
空気清浄機を設置し、喚起にも配慮している。

○

できる力を活かし、食事準備，片付け、おやつ準
備、洗濯干し、たたみ、モップかけ，新聞取り、
新聞紙を使用してのくず入れ、トイレット巻き、
(ペーパーを集めてしまう方が居るのでそれを再度
巻き付ける)等お願いし役割を担って頂いている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとり
のその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けない
ところに、個別あるいは他の利用者や家族と
ともに出かけられる機会をつくり、支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人た
ちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく
過ごせるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

入居者、職員、家族と共に皆で温泉旅行でもいけ
るように取り組みたい

62

（４）安心と安全を支える支援

天候を見ながら散歩に出かける。馴染みのかかり
つけ医への受診、レクリエーションを庭で行った
り、お茶の時間を庭で過ごし戸外の風と、日光を
肌で感じていただいている。

60
買い物に出かけたり，歯科の診療に出かけたりし
た時には、自分で支払うことの出来る方には支援
をしている。

○
近くに散歩に出かけた時などには自動販売機で好
きな飲み物を買っていただく場面を設けている。

61

個々の状況に応じ，ゴミだし、買い物に、近くの
神社のお参りの散歩　等、又喫茶店、美容院へ出
かけたりと，戸外に出かける機会を多く設けてい
る

○

家族の方と馴染みの美容院ゑへ出かけたり、買い
物に出かける。家族の方と一緒に自宅で昼食を摂
る等、家族の方と出掛ける機会があれば積極的に
お勧めしている。初詣、お花の季節にはコスモ
ス、桜、花菖蒲を見に行き、その他行楽へも月１
回の割合出掛けられるようにしている。

○

64

面会の時間は設けず、本人の馴染みの人たちがい
つでも訪問できる様に工夫している．訪問を受け
た際には職員は笑顔で挨拶し、お茶、お菓子等を
だし、お部屋にてゆっくり過ごして頂いている。

63
入居者の方が家に、兄弟に、親戚等電話したい時
にはして頂き、家族から贈り物が届いたときには
お礼の手紙を書くよう声賭け支援している。

○
贈り物が届いた時には一緒に読んで、一緒に返事
を書いて投函している。

65

介護保険法指定基準における禁止の対象となる具
体的な行為を明示し，ファイリングしている。現
在身体拘束はゼロであり今後も継続するよう取組
んで行きたい。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵
をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ
取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防
ぐための知識を学び、一人ひとりの状態に応
じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働
きかけている

夜間物音も立てずにトイレに行く方の部屋の戸に
静かになる鈴を付けて部屋の出入りが分かるよう
にしている。

67

リビングでの人数を把握し、不在者は、トイレ、
居室、庭、外出などの所在を確認し手居る。ス
タッフ同士声を掛け合い確認できない利用者が居
ないよう気をつけている。夜間も定期的に訪室
し、眠りを妨げない様、所在、安否確認をしてい
る

66

日中は施錠していない、一人で外出してしまう方
へは、天候や体調を見ながら付き添って一緒にで
かけたり、付いて行き後ろからこっそり見守る。
玄関には行き来するとチャイムが鳴るようにセン
サーを設置しており出入りが分かる。夜間は施錠
している。

○

69
各マニュアルを作成しファイリングしている。又
スタッフの間での情報交換を行い、状況に合わせ
た事故防止につながる支援を心掛けている。

68

消毒液、薬品、刃物は保管場所を決め保管してい
る。日常の家事作業の洗剤等は必要量を出して置
きそれ以外は目に触れない場所を定位置としてい
る。

急変時の連絡網を活用した訓練を取り入れて行き
たい。

71

火災・地震等の災害を想定しての避難訓練の実
施、町内会で行う防災訓練への参加することによ
り「ゆたかホーム」の存在を意識して頂けるよう
努めている。

○ 地域の防災訓練には参加している。

70
急変時のマニュアルを作成し、緊急時は管理者，
看護師、主治医への連絡が取れる。

○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて家
族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大切に
した対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身体
を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73

毎日バイタル測定をし個人記録に記入しその日の
様子を口頭でで申し送る。変化があれば管理者、
看護師に連絡し情報の共有と、対応に結び付けて
いる。

72

日々の記録には入居者のちょっとしたつぶやきを
記録に残し、体調の変化により早く気づくよう
に、毎日のミーティングには気になることは報告
するよう職員一同心がけている。

75

食事では野菜を多く摂取するよう栄養士が献立を
作っている又お茶の時間や飲みたい時はいつでも
お茶が飲めるように水分摂取を促している。家事
作業等自然な体の動きで腸の動きを促している。

74
薬袋，配薬トレイに処方薬名と目的を明記してい
る。又処方薬一覧表でも確認できる。

77

毎食、栄養士が献立を作成し、バランスの摂れた
食事を提供している。又時々外食に出かけ、ホー
ムとは違った雰囲気の中で食事をして頂く等、食
べることを楽しむ支援を心がけている。

76
毎食後歯磨き、うがいを支援し、口腔内のトラブ
ルが多い方は義歯を夜間はホームで管理してい
る。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、
肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場としての
台所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親しみ
やすく、安心して出入りができるように、玄
関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不
快な音や光がないように配慮し、生活感や季
節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づく
り

　共用空間の中には、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

79

週１回のまな板消毒，布巾は専用の洗濯機で毎日
洗濯し、管理者が飲み水にこだわり、不純物取り
除く機械を外に付けてあり、台所に塩素取り除く
浄水器をつけそれを飲み水として使っている。
食材は専門の調理をする職員により食材の賞味期
限等はその職員が管理して、食材の調達も職員が
必ず鮮度の良いものを目で見ながら買ってきてい

78

感染の有無は入居時の診断書で把握している。各
感染症のマニュアルを作成しファイリングしてあ
る。入居者、職員全員毎年インフルエンザの予防
接種を行っている。

81

施設内の壁等に季節の飾りや、絵を飾り居心地欲
過ごせるように工夫している。リビングにはレー
スのカーテンを取り付け採光を調節している。ト
イレはリビングから少し離れていて流水の音等に
配慮している。

80
一般住宅と同じ雰囲気の玄関であり、庭の小道を
通って中に入って行き、季節によって、飾りを工
夫し、明るく親しみのある作りとなっている

82

リビングと食堂が続きになっており，皆の居る雰
囲気を感じながら食卓テーブルでも一人になれる
作りになっている。１階、２階の廊下にもソ
ファーが置いてあり、思い思いに利用できる。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよう
換気に努め、温度調節は、外気温と大きな差
がないよう配慮し、利用者の状況に応じてこ
まめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や
失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫し
ている

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽しん
だり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

リビングには空気清浄機を置き、又季節により、
除湿機、加湿器を置き、適時窓を開けて外気を取
り入れ換気に努めている。個々の体調に応じ、衣
類や、冷暖房で調節している。

83

自宅で使っていたもの、家具や，家人が本人のこ
とを考えて選んだものを持ち込んで頂き、見慣れ
たもの、家人の心のこもった物にに囲まれて過ご
している。

85

居室の空間はベットでも、畳に布団でのどちらで
も選択ができ、その方の安全かつ身体機能を活か
し又機能を保ちつつ生活できる様配慮をしてい
る。階段も両方の手で支え昇降ができ、階段の高
さも工夫され、途中には踊り場が程よい広さがあ
り、安全が保たれている

87

庭には芝生はり、そこにベンチが置いてあり天候
の良い日は庭に出て皆で歌を唄い、時には日曜日
の昼食を庭で食べたり、散歩の帰りにベンチに座
り一休みしながらお茶を楽しむ方もいる。又庭の
プランターのお花にお水をあげる方もいる。

86
タンスや、衣装ケースには中に入っている物をラ
ベルに書いて貼っている、今日の年月日もホワイ
トボードに日にちを紙で大きく作り貼っている。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目項
職員

取　り　組　み　の

利用者
利用者
利用者
利用者
利用者
利用者
職員
通いの
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①大い○②少し③あま④全く①ほぼ②職員○③職員④ほと①ほぼ○②利用③利用④ほと①ほぼ○②家族③家族④ほと

項 取　り　組　み　の
運営推
職員
職員か

【特に力を入れている点・ア
職員か

「笑顔で暮らすみんなの家」
を大切にし、年間行事を多く
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